
★「年年歳歳花相似たり、歳歳年年人同じからず」。唐詩の一節です。 

 毎年、３～４月になると、この詩を思い出します。 

「季節は巡っても、毎年４月になれば、三好高校の校庭の桜は、例年どおり、  

美しく咲き誇るけれど、三好高校で勤務する先生方の顔ぶれは毎年変わってしま

うなあ」といった意味であるように思います。 

今年ほど、この詩の重みを感じることはありません。いよいよ、私の教員生活

も残り２週間を切ってしまいました。もう、三好高校で勤務できないかと思うと、

とても寂しいです。 

さて、今年も、三好高校の桜が開花しました。校庭の桜、215 本の中で、毎

年、一番早く開花するのは・・・、プールの下にある桜の木です。知っていまし

たか？ かわいらしい花を 1年ぶりに見ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 


